
【取組内容】 ①児童に学びを委ねつつ、教科の深まりを担保するためのルーブリックの活用

児童に学びを委ねつつ、教科の深まりを担保するためにルーブリックの活用を重視している。Aは「全員に必ず達成させたい水
準」、Sは「Aを達成した児童が次に進む方向性を示す指針」としている。また、課題やルーブリックには、本時で働かせたい見
方・考え方が反映させるようにしている。学習中及び振り返りを書く際に児童に適宜確認させている。

春日井市立松原小学校（愛知県）【協力校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

③課題とルーブリックに正対した振り返りを書く（本時の最後３分間）

①本時の導入で示す課題とルーブリック ②自分で情報を集め、整理・分析する



【取組内容】 ②情報活用能力の育成に向けた習得目標の共有とチェックシートの活用

各発達段階で身につけさせたい情報活用能力を「習得目標表」に整理し、全校で育成を目指している。定期的にチェック
ボックスにレ点をつけることで、児童の学習経験に漏れがないように留意している。高学年では、「情報活用能力チェックシート」
に定期的に自己評価をさせることで、児童が自らの資質・能力を自覚し、振り返りながら自己調整的に情報活用能力を高め
ていけるようにしている。

春日井市立松原小学校（愛知県）【協力校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

令和６年度版情報活用能力習得目標表（一部） 情報活用能力チェックシート



【取組内容】 ②量的データを表とグラフで整理し、考察するトレーニング

児童は、数値などの量的デー
タを表に整理し、グラフ化して考
察する経験が不足しがちである。
そこで、表に数値を入力すると
自動でグラフが作成される教材
を教師がGoogleスプレッドシー
トで作成し、量的データの整
理・分析のイメージを掴ませてい
る。
慣れてきたところで、徐々に教
師が準備する部分を減らし、最
終的には児童が全て表とグラフ
を作成できるようにする。このよ
うに、教師が足場をかけ、徐々
に外していくことで情報活用能
力の育成を図っている。

春日井市立松原小学校（愛知県）【協力校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

小学４年理科 水のすがたと温度（温度を下げる実験）

小学５年理科 ふりこ（長さを変える実験）



製作と撮影
「空気砲」に関
する探究をし、
家庭で空気砲を
製作して威力を
検証した児童

体験
「投資」に関す
る探究をし、家
族の協力を得て
個別株式の運用
を体験した児童

【取組内容】 ③B 総合的な学習の時間と家庭を繋ぐ個人探究

春日井市立松原小学校（愛知県）【協力校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

家庭への個人探究協力依頼文書(上段)・動画(下段)

４年生以上の全学級で、総合的な学習の時間の枠組み
で個人探究を実施している。児童が、自分で課題を設定し、
計画を立てて学び、最終的に発表をするという学習活動であ
る。しかし、学校だけでは、リソースに制約があることから、家
庭へも文書や動画等で協力を依頼し、実験、観察、製作、
調理、見学、インタビュー等は家庭で行うことを前提に実施し
た。大半の児童が家庭でも個人探究に取り組んだ。

家庭での個人探究の学習例


